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渡航前に不安だったこと

小学生のときに両親の仕事の関係でアメリカに住んでいたことがきっ

かけです。そのため、小中学生の頃には海外大学に進学することを決

めていましたね。

最初はアメリカやカナダの欧米圏への進学に憧れを持っていたし、そ

こしか考えていなかったのですが、高校で IB の授業を受けていく中

で世界の問題について興味を持ち始めて、一つの国や一つの地域だけ

でなく、他にも目を向け今まで見たことのない世界を見てみるのも良

いのではないかと思いマレーシアを選びました。

また、私が学びたい分野が国際関係学だったので、東南アジアの方が

恵まれていなかったり様々な人がいると思い、高校卒業後はそっちに

行っても良いんじゃないか？という結論に。

マレーシアには事前に行き、進学先の候補を見て回りました。

私は計画や下調べなどはしないタイプなので（笑）楽しみな気持ちの

方が強かったです。ただ友達ができるのかは心配でした。

アジアパシフィック大学はローカルの学生よりも留学生の方が多く、

クラス 28 人の中でブラジルや南スーダンなど十数ヶ国の国籍から集

まっています。友達作りは不安でしたが、最初は隣の席になった子に

話しかけて仲良くなっていきました。自分から心を開いて発信してい

くことで、友達作りは解決すると思います！

自分のことをまず話すことによって興味を持ってもらえることが多い

です。
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マレーシアの大学に出願時、既に英語条件の IELTS スコアを持っ

ていました。手続きも留学エージェントにサポートしてもらいス

ムーズだったので、高校 2 年 3 年の内に英語検定を早めに受け

ておくことをおすすめします。大学によって求められるスコアは

違いますが、挑戦だけはしておいた方が良いと思います。

IELTS や TOEFL 受験は IB の先生の背中押しもありましたね（笑）

出会う人種が様々なので、視野が広がったなと思います。いろいろなことにオー

プンになり、受け入れられるようにもなりました。

ゆったりした国なので、細かいことも気にしなくなった気がします（笑）授業

やイベントも 30 分遅れで始まることも日常ですが、全員がおおらかで気にし

ていません。日本人はそういうところがきっちりしているので、信頼度は高い

ですよ！国や地域によって、課題を遅れて提出する学生もいればちゃんと計画

を立てて進める学生もいる。人種によっての性格の違いもあるので、心が寛容

になりました。

マレーシアは親日国だし日本のものもあるので、アジア人は生活しやすい

と思います。日本の食品も購入できるので、不便さなどのギャップも感じ

ませんでした。

アメリカやカナダに行ったときは、宗教に対してあまり知

識を持っていませんでした。マレーシアは、イスラムの方

がいるのでお肉売り場やお酒売り場が分かれているのです

が、そういう宗教への意識はマレーシアに行ったことに

よって変わったなと思います。宗教をお持ちの方は、お祈

りの時間なども忠実に守るので、日本にいたら知らなかっ

た気づき・価値観を得られています。

「経験」

今までの人生で知らなかったことの気づきもあるので、楽しいです。

世界で困っている人を救うために、NPO/NGO などの

国際支援の仕事に就きたいと考えています。

ただ、今は北欧の大学院に進学することも視野に入れ

ています。まだ本格的に調べ始めている訳ではないで

すが、デンマークやスウェーデンは生活レベルも高く、

社会福祉面も世界的に評価されていることを知って、

そういう世界にも身を置いてみたいです。

手続き等で準備が必要なこと

現地の生活について

留学に行ってはじめて知ったこと

あなたにとって
海外大学進学とは？

海外進学を選んで
よかったこと

将 来 の 夢
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